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北
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は
可
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？
」
と
い
う
深
い
問
い
を
発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

二
◯
◯
九
年
に
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
日
本
画
コ
ー
ス
教
員
・
三
瀬
夏
之
介
と

洋
画
コ
ー
ス
教
員
・
鴻
崎
正
武
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
二
◯
一
一
年

三
月
の
東
日
本
大
震
災
に
深
く
か
か
わ
る
《
方
舟
計
画
》
は
、
そ
の
象
徴
的
な

作
品
と
言
え
る
。
こ
の
た
び
、
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
で
「
東
北
画
は
可
能

か
？
」展
を
開
催
す
る
の
も
、
二
十
一
世
紀
の
戦
争
の
惨
禍
を
象
徴
す
る

連
作
絵
画
「
原
爆
の
図
」
を
常
設
し
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

「
原
爆
の
図
」
の
共
同
制
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
丸
木
位
里
と
丸
木
俊
は
、

一
方
で
、
各
地
の
民
話
に
関
心
を
寄
せ
て
数
多
く
の
絵
本
を
描
き
、
と
り
わ
け

東
北
地
方
に
は
た
び
た
び
足
を
運
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
風
景
画
も
描
き
残
し

た
。
土
地
に
根
づ
い
た
人
間
の
し
た
た
か
で
豊
か
な
暮
ら
し
と
物
語
は
、

激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
ふ
た
り
の
画
家
に
と
っ
て
、
生
涯
の
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
そ
の
暮
ら
し
を
奪
わ
れ
断
ち
切
ら
れ
る
不
条
理
な
痛
み

と
悲
し
み
も
、
ま
た
ひ
と
つ
の
民
話
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
十
一
世
紀
の
東
北
に
根
ざ
し
た
画
家
と
学
生
た
ち
の
紡
ぎ
出
す
民
話
が
、

「
原
爆
の
図
」
の
あ
る
美
術
館
と
接
続
す
る
。
こ
の
刺
激
的
な
試
み
は
、

亡
き
画
家
夫
妻
に
と
っ
て
、
よ
ろ
こ
ば
し
い
未
来
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

想
像
す
る
。
そ
し
て
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

新
た
な
問
い
が
立
ち
上
が
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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◯ 

関
連
イ
ベ
ン
ト

四
月
十
六
日（
土
）　
１
３
時 

〜 

１
４
時
３
０
分

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

　「
東
北
画
と
は
何
か
？
」

　
岡
村
幸
宣（
丸
木
美
術
館
学
芸
員
） ×

 

三
瀬
夏
之
介

　（
東
北
芸
術
工
科
大
学
） × 

鴻
崎
正
武（
女
子
美
術
大
学
）

四
月
十
七
日（
日
）　
１
３
時 

〜 

１
４
時
３
０
分

　
南
島
興（
横
浜
美
術
館
学
芸
員
）

六
月
十
九
日（
日
）　
１
３
時 

〜 

１
４
時
３
０
分

　
石
倉
敏
明（
芸
術
人
類
学
、
神
話
学
） × 

小
金
沢
智

　（
東
北
芸
術
工
科
大
学
、キ
ュ
レ
ー
タ
ー
） × 

三
瀬
夏
之
介

七
月
二
日（
土
）　
１
３
時 

〜 

１
４
時
３
０
分

　
椹
木
野
衣（
美
術
批
評
）

七
月
三
日（
日
）　
１
３
時 

〜 

１
４
時
３
０
分

　「
東
北
画
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」

　
三
瀬
夏
之
介 ×

 

鴻
崎
正
武

関
連
展
覧
会

　「
後
発
的
当
事
者
」

　
＠
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館 

二
階
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

　
会
期
：
四
月
十
六
日（
土
）〜
六
月
十
一
日（
土
）

【
後
発
的
当
事
者
】は
、実
際
に
そ
の
事
柄
の
関
係
者
で
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、そ
の
一
端
を
担
お
う
と
す
る
態
度
を
指
す
造
語
で
す
。

本
展
で
は
、東
北
画
の
活
動
の
中
で
多
く
の
人
々
や
土
地
に
触
れ
、

描
く
こ
と
を
足
が
か
り
に
、東
北
と
い
う
土
地
の
も
つ
山
岳
信
仰

や
震
災
の
記
憶
に
向
き
合
い
続
け
る
渡
辺
綾
、石
原
葉
、富
永
和
輝
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

『
東
北
画
は
可
能
か
？
』

二
◯
◯
九
年
か
ら
現
在
ま
で
の
活
動
と
作
品
を

ま
と
め
た
書
籍
を
二
◯
二
二
年
六
月
、美
術
出
版
社

よ
り
刊
行
予
定
。

五
八
◯
◯
円
＋
税
　
一
四
四
頁
（
予
価
、
頁
数
予
定
）

詳細は丸木美術館にお問い合わせ下さい

丸木美術館東
バス停

美術館看板

美術館
看板

原爆の図 丸木美術館

唐
子

中
央
公
園

大型バス
駐車場

駐車場


